




The Significance of Diagnosis for Enterprises 
and a Practical Study for Cost Composition (first report) 
by Ichibei KUDO 
There旦rereported the significance of diagnosis for enterprises and some results of旦
practical study for r昌tioof cost composition that is one item of diagnosis， in the Sanshu Tile 

















































































































































































































































































¥¥(1 台 |2 2(3 喜I(~ 書It~明| !103工場に|叩出(基)持 (基) t'* 1 (基) ;f~ 1 基) 持 ぷ口斗 口三r対する保有率対する
工場| 勿|工場| 銘|工場i必|工場| 必!工場| 必|工場1 必| 俗 | 必
卜子、ノレ 9 I 100 I -I I -I I -! I -I I 9 100 8.6 4.8 
100 96.0 95.2 
成形機 自 動 2 1 0，51 1 1 5.21 1 1 5.21 3 1 5.71 12 1 63.41 19 100 18.1 81.8 I 
普通 11 1.11 9110.11 28131.41 17119.11 341 38.3! 89 100 25.2 81.2 
単式:I ~~~ I -I 一 一 4 100 4.8 
土練機復式 11 100 一 一 一 1 100 9.5 1.2 
真空式 7;I 9-7.~ I 1 I 1.31 1 I 1.3 ー 75 100 71.5 94.0 
スト… 田 τ7.9!-4!-s.31-=-1-17f 100 72.3 
フレット 71100 一 一 7 100 6.7 
ロ ク ロ 1 1100 
トロンミ Jレ 1 7.1 4 28.5 5 I 35.8 
4ご の 他 8 1 4.45 7 1 39.0 2 11.0 
(2)焼成
トンネル窯は，赤瓦業界では 9工場が設備しており


















l 100 9.5 
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-----旦翌三| a b c d e f g h 1 
10，O2O基O枚入 8，000枚 7，000枚 8，000枚 10，000枚
窯の大きさ数 43，O基00枚
9，000枚 1基 10，000枚 6，000枚 1基 12，000枚 1基
78mトンネル 2基 10，000枚 3基 1基 10，000枚 2基 12，000枚
1基 1基 2基 1基 1基
口の数 l宅建?|ITG 14個 114弘)|ii衝撃| 12個 12個 16個トンネル個 個
燃 料|語 A 重富|石 炭|石 炭
温度吋無|有 (3吋 (2台)Iナ シ|ナ シ|夏判ナ シ|有(2台〉同(1台)| 使用
1，100 110011080~| 1，150 11跡 11050~| 1，150 ，LVV I 1，100 1，160 I 1，100 
4，0∞枚
窯 24H




ガ(ス×分は析未実の実施施~I × × × × × × × × × 
14kgj~ 15kgj~ 15kgj~ 1~~n'l いケツれているか 20% 1% 釜  釜  釜訟でい l同釜分自。 。 。 。 。 。 。 。 。(0は〕
× × × × × × × × × (xは未使用)
1ヶ月間数 |(fA卜山窯 17咋 I16窯強| 12窯 12窯 9窯




















































































































































































I 1 級 I2 級 I3 級|不良
最 大 I70防 I50協 I44務 I2防
最 小 I23.3 Iω| 
平 均 I46 I 32 I 15 I 7 
技術的にみた不良原因
変 形焼きすぎ，土の密度の不揃い，荷重のかか
り過ぎ，乾燥不十分
変 色焼成ガスの雰囲気が悪い，温度の高すぎ低
すぎ
割(ワレ〉 乾燥不十分，焼成カーブの不適当，冷却不
適当，成形不良，原土不良
キ ズ窯詰，窯出操作上のミス
その他異物の混入
結 語
以上企業診断の意義についてささやかな私見を述べた
のであるが，要するに企業診断は企業の過去，現在，及
び将来の長所，短所，美点，欠点，を分析，解明し，現
在及び将来の企業の収益性，安全性，をもたらす所にそ
の意義がある.然かも当該企業のおかれている技術の一
般水準がその条件として論ぜられなければならない点を
強調したい.
更に企業診断技術は殊に実銭的傾向が強いので，実体
調査，学問的理論の有機的結合に倹つ所が多い.
かかる見地に立って三州瓦産地の原価構成比率を各企
業について検討した結果，同種製品を同種設備で製造し
ている企業に於いても大きく差異のある ζ とが認められ
た.その原因は多々あるが，製品の品質，技術水準も大
きな影響のあることが認められることを実証することが
出来た.即ち同穣製品を同種設備で生産している企業に
おいて原価構成比率が異なること，而してこの原価構成
の相違を来す前記原因を検討する ζとにより，品質，価
格，納期の三者について三州瓦の製造企業の理想的原価
構成はかくあるべしと言う数値が見出し得るものであ
る.
又理想的原価構成比率より逆に改善すべき諸条件を追
求することが出来るものである.
本研究は原価構成比率相違のー原因たる技術水準の相
違の一端を論じたのみで極めて未完のものであるが，取
敢えず第一報として報告するものである.
